
人間回帰の叫び
Melvileの"Cock-A-Doodle-Doo!"について

岡村仁一

Yet what's the use of complaining?1

上　はじめに

Sealtsの推測によると, Melvilleが"Cock-A-Doodle-Doo!を執筆した時期は｢1853年の

春から夏にかけて(springandsummerof1853)｣2であろうというO実際言酎こ杜は:のは.

同年, Harper'sNewMonthlyMagazineの12月号に掲載されたときで,これはputnam's

Monthly Magazineの11月号に"Bartleby, The Scrivener　の第-回分が掲載されたのに続

くのであるが, Parkerはむしろ｢"Bartleby　は"Cock-A-Doodle-Dool"の後に番かれた

("Bartleby" was written later than "Cock-A-Doodle-Doo!")J 3と仮定し, ｢Melvilleは

"TheHappyFailure"と"TheFiddler"を敢初に番くことによって手慣らしをしたのかもし

れないが,そうであったとしても,時を経ず,続けてずっと違い"Cock-A-Doodle･Doo!'

と"Bartleby, the Scrivenerに耽りかかったのだ(He may have exercised his fingers with

the short "The Happy Failure and "The Fiddler first, butifso he rapidly proceeded

to the much longer "Cock-A-Doodle-Doo!" and "Bartleby, the Scrivener'as well.)_rと推

測している｡

確かに,発明に失敗した語り手の叔父の"Praise be toGodforthefailure! (261)という

叫びで終わる"The Happy Failure　や"So my poem is damned, and immortal fame is

not for me! I am nobody forever and ever. Intolerable fate!'(262)という語り手の叫びで

始まる"The Fiddler"には作者Melvilleがpierreで受けた酷評の影が色濃く反映されて

いる棟に感じられる｡更に不思議なことに,その二作と時を置かずに執筆されたという

"Cock-A-Doodle-Doo!"と"Bartleby, the Scrivener'の二作品もそれぞれが物語の最後で,

`'COCK-A-DOODLE-DOO! - 00! - 00! - 00! - 00! (288)及び"Ah Bartleby! Ah

humanity!"(45)と語り手が叫ぶことにより幕を閉じている｡だとすると,これらの叫び

にはどのような意味が込められているのであろうか?本論ではその叫びが東嶺にさえなっ

ている"Cock-A-Doodle-Doo! or the Crowing of the Noble Cock Beneventano　の鶏鳴につ

いて考察していきたい｡

2.鶏鳴の萌芽

2.1,世の悲惨を隠す霧

物語の冒頭,陰衝な気分で散歩に出た語り手は,丘の上に腰を下ろし,山の麓に広がる

相を覆っている霧の様子を観察し,以下のように描写している｡

Low down, here and there, shreds of vapor listlessly wandered in the air, like
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abandonedorhelmlessnationsorships-orverysoakytowelshungoncriss-cross

clothes-linestodry.(269)

そして語り手はこの霧が世の悲惨を隠していることに思いをはせる｡

Itwastooheavyandlifelesstomountofitself;sothereitlay,betweenthevillageand

thesky,doubtlesshidingmanyamanwiththemumps,andmanyaqueasychild.

(269)

この記述は後の,病床に伏すMerrymusk一家登場への伏線となっている棟に思える｡ 作

義"Bartleby"の語り手は ｢ああ,幸福は光を身に纏うもの,それ故我らはこの世は陽気な

ものと考える｡ しかし悲惨は気高くも身を隠すもの,それ故我らは悲惨などこの世に存在

しないと考えてしまうのだ (Ah,happinesscourtsthelight,sowedeemtheworldisgay;

butmiseryhidesaloof,Sowedeemthatmiserythereisnone.)｣(28)と言 っ て い るが,
"cock-A-Doodle-Doo!"の語り手も,この世の悲惨さから目を離すことが出来ない人物とし

て登場するO 語り手はこの悲惨な状況について一旦は

Yetwbat'stheuseofcomplaining?Whatjusticeofthepeacewillrightthismatter?

Yea,what'stheuseofbotheringtheveryheavensaboutit? Don'ttheheavens

themselvesordainthesethings-elsetheycouldnothappen?(269)

と諦念を装いつつも,やはり憤藩やるかたなく,間髪を置かず,｢惨めな世の中だ !(A

miserableworldM(269)と叫び,また更に次の段落で｢(Greatimprovementsoftheage!)｣
(270)と叫んでもいる｡ ここに見られるように,語り手はこの世の悲惨な状況が顧みられ

ないことに対する不満の現れと同時に,その批判の矛先を何処に向けたらよいのか知れぬ

苛立ちから,｢叫ぶ｣という行動に出ているのである｡

しかし語り手が執った行動はこの不満の叫びばかりではない｡語り手は世の悲惨を認識

し,不満を感じ憤っているのみではなく,自ら悲惨な状況を改善しようと実際に行動に出

でもいる｡

It'salie;moneyain'tplenty-feelofmypocket.Ha!here'sapowderlwasgoingtO

sendtothesickbabyinyonderhovel,wheretheirishditcherlives.(270)

この記述から,語り手が現在,借金取りに追われている一因が,貧しい病人に薬を届ける

様な慈善活動にあった可能性が伺われる｡更に

Ah!there'Sthattwingeoftherheumaticsinmyrightshoulder.Igotitonenighton

theNorthRiver,when,inacrowdedboat,Igaveupmyberthtoasicklady,and

staidondecktillmorningindrizzlingweather.(270)
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と言ってもいるが,

There'sthethanksonegetsforcharityf.TwingeT.Shootaway,yerheumatics!Ye

couldn'tlayonworseiflweresomevillainwhohadmurderedtheladyinsteadof

befriendingher.(270-71)

と,善意の代償として肩にリューマチを患ったことに悔悟の念とも取れる発言もしてい

る｡この様に,己の尊意が不首尾に終わった無念の気持ちが"There'sthethanksonegets

forcharity!Twinge!Shootaway,yerheumatics!"という叫びに込められているのであるo

冒頭の場面で,丘に腰を下ろした語り手が早春の風祭を見渡して ｢結局のところ,人間

がこの大地に残せるのは何と小さな印であることか(whataslightmark,afterall,does

manmakeonthishugegreatearth.)｣(269)と独り思う菅栄にはこのような自らの大いな
る望みと微々たる成果,いやむしろ失敗の歴史が秘められているのである｡

2.2.鶏鳴の登場

それに対して,｢大地は人間に爪痕を残す (Yettheearthmakesamarkonhim.)｣(269)
例として,先ず列車事故の模様が語られ,｢相手方の列車の客車の脇に突っ込んだ機関車は
まさに殻を破って出てきた雛のような状態で発見された (andonelocomotivewasfound

fairlyshelledlikeachick,insideofapassengercarintheantagonisttrain)｣(269)と捕等

されている｡ 後に鶏鳴を迫って線路脇のMerrymuskの住まいに辿 り着いた語り手は,

Merrymuskから鶏鳴を発する雄鶏の正体について ｢ここで卵から酵り.私が育てました

(Itchippedtheshellhere.Iraisedit.)｣(283)と告げられることになるが,悲惨な事故現場
の描写で ｢殻を破って出てきた雛｣に言及することにより,語り手は無意織のうちに鶏鳴
の登場を予告しているのである｡ このような前提に立つと,物語の中心となるべき鶏鳴

は,悲惨とは切っても切れない間柄,つまり悲惨の中からのみ生まれてくる存在として既

に設定されていることに気づかされる｡

Dillinghamは ｢重要な点は,鶏鳴は語り手の外部の何らかの力の顕示ではなく,語り手

が新たに獲得した 『普遍的な安心』や 『自らのために,独力で』世間を 『独り蔑み,独立
する』関の声,そして世間が最も恐れているものの外部への表出である (Thepointisthat
thecrowingOfthecockisnotamanifestationofsomeforceexternaltothenarratorbut

theexternalizationofhisnewlyacquired"universalsecurity,"crowing"solelybyhimse托

onhisownaccount,insolitaryscornandindependence"oftheworldandthethiIlgSthe

worldfearsmost.)｣5と述べている｡ 語り手は ｢いつ何時腹を空かした飼い 主によって死
がもたらされるやもしれぬ状況 (WithdeathhangingoverhimatanymomentfroInhis

hungrymaster)｣に置かれながら,｢低地に身を持す雄鶏 (acockdowninthelowlands
there)｣が ｢ニュー ･オーリンズの栄えある勝利を祝っているまさに桂冠詩人の如く鶏鳴
を発している (sendupacrylikeaverylaureatecelebratingthegloriousvictoryofNew

Orleans)｣(271)のを耳にし,自らが為し得なかった理想を体現したものとして深い感銘を

受ける｡ 語り手が自らの失敗を克服した存在として鶏鳴を捉えている点は
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Nordiditsoundlikethefoolish,vain-gloriouscrowofsomeyoungsophomorean

cock,whoknewnottheworld,andwasbeginnlnglifeinaudaciousgayspirits,

becauseinwretchedignoranceofwhatmightbetocome.(274)

という記述からも伺える｡雄鶏の姿が一向に見えないことに対し,語り手は ｢この神秘的

なものにはある種の欺臓があるのではないのかと私は考え始めた｡つまり何処かの素晴ら

しい腹話術師が我が家の納屋の周辺や地下室の中,或いは屋根の上を俳梱し,悪ふざけを

したがっているのではないのか (ibegantothinktherewassomesortofdeceptioninthis

mysteriousthing:Somewonderfulventriloquistprowledaroundmybarns,orinmy

cellar,oronmyroof,andwasmindedtobegailymischievous.)｣と疑いを感じもするが,

すぐに ｢いや違う,いったい如何なる腹話術師がかくも英雄的,かくも天上的な美声を発

しうるものなのか?(Butno-whatventriloquistcouldsocrowwithsuchanheroicand

celestialcrow?)｣(279)とその疑念を払拭している｡ 語り手にそのような判断を下させた

根拠は,鶏鳴の本質がまさに語り手が為し得なかった ｢他のどの鶏鳴にも応ぜず,唯我独

尊,孤高の蔑みと独立のうちに問の声を上げた (Herepliedtonoothercrow,butcrowed

solelybyhimself,onhisownaccount,insolitaryscornandindependence.)｣(275)点にあ

ると考えられたからだ｡

2.3.語り手とMerrymuskの関係

Dillinghamは ｢語り手がなりたがっているもの,乃至はなる可能性を有しているものの

代表としてMerrymuskが意図されていることは,他の誰もMerrymuskを目撃しないし,

他の誰も鶏鳴を耳にしないという事実から推測される (ThatMerrymuskisintendedto

representwhatthenarratorwantstobeandcanbeissuggestedbythefactthatnoone

elseeverseeshimorhearsthecrowingofthecock.)｣6と言い,｢Merrymuskは語り手の

分身として機能している(Merrymuskfunctionsasthenarrator'salterego.)｣7と指摘して

いる｡ 語り手はMerrymuskに初めて会ったときの印象を ｢悲しげな顔 (saddishface)｣

と ｢喜びに満ちた冒(joyouseye)｣の ｢最も奇妙な対照 (thestrangestcontrast)｣(280)に

あったと言っている｡ 後に彼の住居を訪ねた際,語り手はMerrymuskの妻の顔を ｢疲れ

果てていたが,奇妙に快活な人間の顔 (awasted,butstrangelycheerfulhumanface)｣

(285)と描写L,また子どもたちの様子を｢彼等の疲れ切った目は興奮し,霊的な喜びに満

ちて雄鶏を見つめていた (Alltheirwastedeyesgazedathiml-thecock]withawildand

spiritualdelight.)｣(285)と描写している｡ ここにはいずれも悲惨と喜びが同居している

姿が見て取れる｡ 語り手の家で吹雪の中,鋸をひくMerrymuskの様子は ｢ギコ,ギコ,

ギコ,ヒュ一,ヒュ一,ヒュ一｡鋸と雪とは二つの天然の物であるかのように調和してい

た (Saw,saw,saw-snow,snow,snow.Thesawandthesnowwenttogetherliketwo

naturalthings.)｣(280)と措かれているが,その後,鋸仕事のことが ｢大半の人にとっては

酷く退屈で嫌気のさす仕事 (amostwearisomeanddisgustfuloccupationtomostpeople｣

(280)だと説明され,また ｢この男は辛い時代を経験し,辛酸を嘗めてきたのだ,と私は

ひ とり合点 した (Iconcludedwithinmyselfthatthismanhadexperiencedhardtimes;

thathehadhadmanysorerubsintheworld)｣(280)と述べられていることから,鋸は勤勉
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さの印として,雪は悲惨の象徴として配置されている｡ ParkerはMerrymuSkの勤勉さを

｢書記バートルビーの様な勤勉さ (suchindustryasBartlebythescribener)｣器と言い,こ

の ｢勤勉さ｣に注目して両者を関連づけているが,それとは別に,Melvilleの作品中,特
にMerrymuskを想起させる人物として挙げられるのが,Moby-Dickに登場するPequod号

の船鍛冶,Perthである｡Merrymuskは ｢若い頃船来りであった (ⅠIlyOuthllehadbeen

asailor)｣(281)と言われているが,Perthは ｢悲しみの専門用語で言うところの破滅に,六

十近くになって遅ればせながら遭遇した老人である (Hewasanoldman,who,attheage

ofnearlysixty.hadpostponedlyencounteredthatthinginsorrow'stechnicalscalled

ruin.)｣臼と言われ,潤 (BottleConjurere)によって家庭が崩壊し,海に山たと言われてい
る｡ まだ陸にいて幸せな家庭を築いていた時分,｢彼は脱の確かな評判の職人で仕事も繁

盛 (Hehadbeenanartisan｡ffamedexcellence,andwithplentytodo.)｣し,圧ヒ革場は
住まいの地下にあった｡･-というのも若くて愛憎こまやかな,健康な宴は,歳の程はもう

若いとは言えないけれども,仕事の腕は若さ溢れる夫の力強くふるうハンマーの昔が,神

経 に障るどころか,む しろ活気に滴ちた聾びとなって聞こえていたからだ (the

blacksmith'sshopwasinthebasementofhisdwelling‥.SothatalwayshadtheyouIlg

andlovinghealthywifelistenedwithn｡unhappynervousness,butwithvlgOrOuS

pleasure,tothestoutringingofheryoung-armedoldhusband'shammer)｣1̀)と説明されて
いる｡このPerthのハンマーはMerrymuskの鋸に相当するものとして捉えられるo更に,

このハンマーの奏でる音はMerrymuskが鋸をひく音,"Saw,saw,saw"に通じ ここに人

間の手による ｢勤勉さ｣を示す活気ある音,美的なリズムを伴った心地よい音として,鶴

鳴の原初的な萌芽が感じられる様に思える｡それは丁度,｢雄鶏というより黄金の鷺と

いった方が良い雄鶏 (Acock.morelikeagoldeneaglethanacock.)｣(282)に対比して,語
り手に言わせると ｢羽毛の輝きの街いなどこれっぽっちもない人参色の十羽の怪物 (ten

carrot-coloredmonsters,withoutthesmallestpretensiontoeffulgenceofplumage)｣(278)

に他ならぬ上海鶏が登場する棟に,｢聞け !あの忌々しい竃,あのモロクの様な巨大な虻が
またやってくる-シュッシュ,ポッポ,キー !(Hark!herecomesthatolddragonagain

-thatgiganticgad-flyofaMoloch-snort!puffT.scream!)｣(270)や ｢250マイルに渡っ
てあの鉄の悪鬼が大地を通して叫びながら進んでいく-モウ,モウ,モウ!と叫びながら

(Fortwohundredandfiftymilesthatironfiendgoesyellingthroughtheland,crying

"More!more!more!)｣(270)と描写されている機関車の音が,人間性など微塵も感じられぬ
無機質な耳障りな音として,乃至は恐ろしい音として,作品中に並置されているのである｡

3.鶏鳴の本質

3.1.語り手の認識の変化

初めて鶏鳴を耳にしたとき,語り手はそれまでの憂衝な気分から一転して陽気な気分と

なり,

Unwittingly.IfoundthatIhadbeenaddressingthetwo-year-olds-thecalves-in

myenthusiasm:whichshowshowone7struenaturewillbetrayItselfattimesinthe

mostunconsciousway.(271)
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と言い,更に

Blessme-itmakesmybloodbound-Ifeelwild.What?jumpingonthisrottenold

loghere,toflapmyelbowsandcrowtoo?(271)

と自らの心浮き立った心情を吐露している｡ Dillinghamは ｢鶏鳴を聞くことにより語り手

の周囲への認識は劇的に変化する (Withthetrumpetsoundofthecock,hisperceptionof

hissurroundingschangesdrastically.)｣11と言っているが,確かに語り手の視線は,物事の
暗い側面から一転して明るい側面に向けられている｡ 例えば,｢鉄の悪鬼｣と呼んでいた笛
の機関車の音を｢何と心地よくあの蒸気パイプは噸ることか T.(Howcheerfullythesteam-

pipechirpsM(272)と表現し,｢おたふく風邪に構った多くの大人や吐き気をもよおしてい
る多くのチビも｣を隠していた筈の村の煙は ｢それから村の青い煙を見てみたまえ,花嫁

の寝所を飾る青い天蓋の棟ではないか (Seetheazuresmokeofthevillage,liketheazure

testeroverabridaトbed.)｣(272)と一変し,｢カラスでさえもある種の快惚に浸って鳴いて
おり,いつもより,親分黒さも薄れている様だ (Eventhecrowscawedwithacertain

unction,andseemedashadeortwolessblackthanusual.)｣(274)とまで言っている｡ し

かしFisherは ｢雄鶏の影響により語り手が,手始めに,仔牛に静しかけたり,雄鶴のよう

に閑の声を上げたり,肘をばたつかせたりしても我々は語り手が健康と活力の源を発見し

たとは容易に結論づけられない (Iftheinfluenceofthecockmakeshimtalktocalves,

crowlikearooster,and且aphiselbows-justforopeners-wecannoteasilyconclude

thathehasfoundthesourceofhealthandvigor.)｣12と言う｡

3.2.鶏鳴に潜む危険性

Bickleyは｢スペイン金貨に刻まれた問の声を上げる雄鶏がAhab船長にとってそうであ

るように,"Cock-A-Doodle-Dool"の雄鶏は語り手にとって誇り高き挑戦の象徴である｡ し

かしながら両者にとって挑戦的な立場は大変な不幸をもたらすとまでは言えないにして

も,間違った方向へと導 くものなのだ (Asthecrowingcockonthedoubloonwasfor

Ahab,sotheroosteriǹ̀Cock-A-Doodle-Doo!"isforthenarratorasymbolofproud

defiance;forboth characters,however,thedefiantstanceismisguided,ifnot

disastrous.)｣13と分析し,更にその事例として,｢語り手にとっての肉体的な不安と反感の
主たる原因は経済的な不安定さにある｡-しかし結局のところ,語り手の救済を妨げてい

るのは借金取りなどではなく,語り手自身が経済的な責任を果たせないでいることなのだ

(Foramajorcauseofthenarrator'sphysicaldiscomfortandantagonismishisfinancial

insecurity‥‥Itis,afterall,notthedunthatwouldpreventthenarrator'ssalvation,but

hisownfailuretomeethisfinancialresponsibilities.)｣14という点を挙げている｡Dillingham
は｢強力な自己賛美には必ず利己心が伴う(Intenseself-glorificationisalwaysaccompanied

byselfishness.)｣15と指摘しているが,事実,船内でご婦人に席を譲ったり,貧しい病気の

子どもに薬を届けたりしていた他人-の思い遣り深い語り手が,親戚の訃報が届いても,

鶏鳴によって得られた気分の良さに安住し,｢喪服も纏わず,三日ぶっ続けでいつもの黒

ビールに優先して,より黒いスタウトビールを飲み続けた (Iworenomourning,butfor
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threedaysdrankstoutinpreferencetoporter,stoutbeingofthedarkercolor.)｣(286)と記
されてもいる.Merrymuskが言うところの ｢絶望を防ぐ薬 (stuffagainstdespair)｣(285)

は一歩間違うと正常な感覚を麻輝させる麻薬ともなりかねないのだ.ここで語り手は明ら

かに自分の進むべき方向を見失っており,快惚に浸った語 り手が執っている行動は,常任

逃れの無目的な現実逃避だと言うことさえできる｡ 語 り手がこのような行動に走ることに

対し,Fisherは ｢信頼と傾倒も極端に走ると,認識を誤り,酷い錯乱に陥る可能性がある

(theextremesofconfidenceandcommitmentcouldbetrayperceptionandleadtosevere

derangement)｣16と暫告している｡

3.3.語り手の非人開化

Dillinghamは ｢その分身であるMerrymusk同様,語り手は人間性の叫びに対して心を

石にすることにより,世間や人生に対する英雄的な挑戦の代償を払わされることになる

(TruetoMerrymusk,hisalterego,thenarratorwillpayforhisheroicdefianceoflifeand

theworldbyhardeninghishearttothecryofhumanity.)｣17と述べているO鶏鳴を聞いて
以来,人間としての優しさを忘れた語り手は,雄鶴を探す道すがら出会った年老いた農夫

の労働 に対 し,｢暖かで気 も安 らぐ春の 日に,朽 ちた柵の修理 に取 りかかること

(undertakingthemendingofrottenrail守encesinwarm,relaxingspringweather)｣は
｢絶望的で,骨が折れ,無益な試みだ (Theenterpriseisahopelessone.Itisalaborious

one;itisabootlessone.)｣(276)と軽蔑しつつ,己が探している雄鴇について老人に尋ねるO

"Myfriend,"saidI,addressingthiswoefulmortal,"haveyouheardan

extraordinarycock-Crowoflate?"

Imightaswellhaveaskedhimifhehadheardthedeath-tick.Hestaredatme

withalong,bewildered,doleful,andunutterablestare,andwithoutreplyresumed

hisunhappylabors.

Whatafool,thoughtI,tohaveaskedsuchanuncheerfulanduncheerable

creatureaboutacheerfulcock!(277)

ここでは最早語り手には"labors"の音は聞こえてこない｡Dillinghamは ｢自らを凡人以上

に引き上げたいという望みは寮費に値するが,自らを半神に近づければ近づけるほど,人

間は人間性 を失い,情 も無 くす様 になる (thedesiretoliftoneselfabovethelevelof

ordinarymanisadmirable,butthecloseronecomestobeingademigod,thelesshuman

andconsequentlyhumaneonebecomes)｣18と指摘しているが,ここでの語り手には,世の
悲惨を見出し,救いの手を差し伸べたいというあの崇高な目的は全く影を潜め,ひたすら

｢心地よい (cheerful)｣事を求め,己の目指す雄鶏を手に入れたいという利己心のみが突
出している様に思える｡ 語り手は相手の農夫のことを"idiocy"(276)呼ばわりしているが,

むしろこの場の語り手ほど"idiocy"という言葉に似つかわしい存在は作品中に見当たらな

い｡語 り手は明らかに鶏鳴の本質を見誤っており,鶏鳴の持つ快惚感にのみ浸り,人間と

しての感覚を鈍化させ,ついには非人間化するまでに至ってしまっている｡ このような語

り手には,壮麗を"SignorBeneventano"(283)を求めながら,まさに醜悪な…Shanghais"を
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手にする恐れがあったのである｡

Moby-Dickの語 り手Ishmaelは第96章"TheTryWorks''での経験を経て,自ら"demi-

god"たらんとするあまり,ついには非人間化し,行方不明の息子の捜索を手伝ってくれと

いうRache1号の船長の必死の願いをも拒否するAhab船長と距離を置くようになる｡

Ishmaelは警告している｡

Looknottoolonginthefaceofthefire,0man‡Neverdreamwiththyhandonthe

helm!Turnnotthybacktothecompass;acceptthefirsthintofthehitchingtiller;

believenottheartificialfire,whenitsrednessmakesallthingslookghastly.19

"cock-A-Doodle-Doo!"の語り手にとっても,人間回帰のためにはここで言われている ｢コ

ンパス｣や ｢舵柄の手応え｣に相当するものが必要とされるのであるa

4.｢叫び｣の意味

4.1.墓碑に秘められたもの

Dillinghamは ｢語り手はMerrymuskの墓碑をキリスト教の精神ではなく,誇り高い挑

戦の精神で作 った (Thenarratorof"Cock-A-Doodle-Doo!''doesnothaveMerrymusk's

gravestonemadeinthespiritofChristianitybutinthespiritofpridefuldefiance.)｣2°と言
い,｢墓碑が意味しているのは,語り手の目から見ると,人生の脅威となる力に対する完全
な無関心を獲得することにより,自分の生き棟,死に様を通し,Merrymuskが勝利を勝ち

取ったということである (Whatthegravestonemeansisthatintheeyesofthenarrator

Merrymuskwonavictorythroughthewayhelivedandperishedbyachievingabsolute

indifferencetowardtheterrifyingforcesofhumanlife.)｣21と言っている｡ 語り手はいわば
Merrymuskの勝利の象徴として墓碑に問の声を上げる雄鶏を刻ませている｡しかし,そ

の勝利はまさに死と引き替えにもたらされたものであり,ある意味では"life"を超越した

ものだとも言える｡一方,Merrymuskの住まいと対峠して走る鉄道は ｢人生 (life)｣の象
徴として ｢一時として立ち止まる間もあらばこそ,一瞬のうちに孤独な戸口を通り過ぎて

ゆき,姿を見せたかと思えばもう影も形もない(nyingbythelonelydoor-notimetostop

-瓜ash!heretheyare-andtheretheygo!-outofsightatbothends)｣(282)存在 とし

て描き出されている｡ このような意味あいで,鉄道とMerrymuskの墓碑とはまさに対照

的に並置されているのである｡

更にDillinghamは墓碑に刻まれた ｢コリント前書からのMelvilleの引用は物語の主題,

即ち己の個を確立し,己を知的に窒息させ,精神的に隷属させる世界からの独立を勝ち取

るという語り手の必要性を示している (it【-Melville'squotationfromFirstCorinthians】

suggeststheprimarythemeofthestory-thenarrator'sneedtoiIISurehisindividuality,

togainindependencefromaworldthatintellectuallystinesandemotionallyenslaves.)｣22
と言っている｡ その一方,Bickleyは ｢自らが精神的,心理的に回復したと信じた語り手

は,それによって雄鶏の所有者が生き,また死んだ挑戦的な楽天主義が,自分自身,こ

の世の試練に耐える助けになると確信して帰宅する (Believinghimselfspirituallyand

psychologicallyrejuvenated,however,thenarratorreturnshomestillconvincedthatthe
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defiantoptimismbywhichthecock'sownerslived- anddied-Wouldhelphimendure

hisownearthlytrialS.)｣23と言っている｡ この両者はあくまでもMerrymuskの持つAhab
的な要素が語り手に影響を与えたと解釈しているが,むしろ悲惨な一家のために墓碑を建

ててやった語り手の行動 にこそ注目すべきで,そこには先に述べたIshmaelの暫告が見事

に生かされている様に思える｡ ここには既に喪服を厭い,黒ビールという｢絶望を防ぐ薬｣
に耽る語り手の姿は全く影を潜め,再び悲惨を軽視しようという姿勢が伺えるからだ｡

"heroism"は率楓 快楽,繁栄,富とのみ共存しうると考えていた語 り手の認識は,

"Whycallmepoor?"(286)というMerrymuskの問いかけにより覆されるO人間性を喪失

した自分こそまさに"poor"な存在となっていたことに語り手は気づかされるのである｡

Merrymuskとの出会いにより,"heroism"はむしろ"woe"と切っても切れない関係にある

ことを悟った語り手は,次に自ら雄鵜の格好を寅似,鶏鳴を発するという行動に出る0人

によってはこれをグロテスクだと捉え,また別の者の目には滑稽だと映るかもしれない｡,

Fisherは ｢"Cock-A-Doodle-Doo!"は,己が力んで肩入れしすぎるゆえに,易々と人生の価

値より芸術の価値を優先させ,幻影の魅惑をありきたりの実体より好んでしまう芸術家が

取 り分け陥りやすい精神的アンバランスを敏も長期に渡ってMelvilleが見つめた作品であ

る ("Cock-A-Doodle-DooL"however,isMelville'smostprolongedlookatthepsychic

imbalancetowhichtheartistisparticLllarlysusceptiblebecausetheforceofhis

commitmentcansoreadilymakethevaluesofartsuperiort()thoseoflife,thecharmof

illusionpreferabletomundanerealities.)｣24と述べているO Melville自身,自らを客観祝
し.このような"imbalance"を修正する ｢舵柄の手応え｣を得るために敢えて語 り手に
｢叫ぶ｣という人間の原初的な感覚に訴える行動を揺らせた様に思えるO "Cock-A-Doodle-
Doo!"は"demトgod'吊こ憧れつつも,"defiant"な姿勢を貫くあまり∴ ẁoe"を見失う方向へ

は決して向かわぬという今後のMelville文学の行方を決定した作品であると言えるD
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